
明治初期における欧米経済書の伝来 : 『諸官廳所
蔵洋書目録』を中心として

著者 杉原 四郎
雑誌名 關西大學經済論集
巻 22
号 5-6
ページ 563-579
発行年 1973-03-23
その他のタイトル The Importation of the Foreign Books on

Economics in the Early Meiji Era
URL http://hdl.handle.net/10112/14983



563 

明治初期における欧米経済書の伝来

-『諸官巖所蔵洋書目録』を中心として—

杉 原 四 郎

はしがき

ここにとりあげる『諸官廟所蔵洋書目録』は，明治15(1882)年に太政官記

録課から「法律之部」と「経済之部」との二部が発行されたものである。最初

に出た「法律之部」の「緒言」はいう， 「近時諸官駆二於テ西洋書籍ヲ購求ス
ママ

ル者日二多ク月二盛ナリ。然レドモ皆諸官顧各自ノ蒐集蔵畜スル所ニシテ，其

彼此有無相通ズ）レノ事二至リテハ未ダ其便ヲ得ザルガ如シ。是レ主トシテ諸官

鹿二通ゼル総目録ノ設ナキニ由ル。前二内閣命アリ。遍ク院省使二告ゲテ所蔵

洋書ノ目録ヲ出サシム。本課乃チ其出ス所二拠リ，略其次序ヲ正シ，此二諸官

顧所蔵洋書目録ヲ編シ，之ヲ各廟二頒ツ。希クバ有無緩急各顧今ヨリ流通ノ便

ヲ得ル事アラント云爾」と。またその凡例にいう， 「編次ノ法，原書ノ種類ニ

因リ分テ法律，-経済，政事，兵事，哲学，文学，理学，歴史，地理，工芸，字

書，諸報告，雑書等ノ13部門卜為シ，各門中又英仏独語等各国語ヲ以テ之ヲ別

ツ」と。これによって本目録の刊行の意図ならびにその編別構成はあきらかで

あろうが，この洋書目録の刊行が明治15年4月に刊行された「法律之部」と同

年12月に出た「経済之部」の二部だけで中絶してしまったのは，明治17年に設

立された太政官文庫—翌18年内閣文庫と改称された一―—が各官庁に分散所蔵

されていた図書をすべてーケ所にあつめて集中管理することになった'.:)からで

1)内閣文庫『内閣文庫沿革略』， 1963年， 1ページ参照。
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564 闊西大學『純消論集」第22巻第 5• 6号

ある。当時内閣文庫の所蔵した書物の数は和漢洋書合せて約40万冊にのぽった

が，その中の洋書に関する目録は，内閣記録局によって明治19年にまずフラン

ス語の書物のそれ(Cataloguedes Livres Francais)とドイツ語のそれ(Katalog

der Deutschen Bucher)とが，翌20年に英語のそれ (Catalogueof Books in 

English Language)が相次いで刊行された2)。洋書が諸官庁で独立に蒐集・管

理されていた頃に出された前記の目録が，内閣文庫によって統一的に蒐集・管理

されるようになってから出されたこれらの目録にうけつがれたわけである 3)0

私は内閣文庫になってから出された洋書目録のことを数年前に知り，当時ま

だ皇居大手門内にあった内閣文庫でこれを閲読，経済学迎入史の資料として使

ったことがあるが4)' 当時はこの目録の前身として明治15年にすでに二種の目

録が太政官から出ていることを知らなかった。その後内閣文庫の福井保氏の御

教示によってその存在を知り，現在では千代田区北の丸公園に創立された国立

公文嘗館の一部となった内閣文庫を昨年の夏おとずれて，この貴重な 2冊の資

料を見ることができた。太政官記録課の目録シリーズが2冊で中絶したことは

残念であるが，法律と経済とに関する洋書目録が，内閣文庫の洋書目録の刊行

よりなお数年前の明治15年という早期に，しかも各官庁の所蔵別をもしめすか

たちで刊行されたことは，西洋の社会科学のわが国への導入史を研究するもの

にとっては，きわめて有益な基礎資料を提供するものとして，よろこばしいこ

とである。本稿ではこの二つの目録，とりわけ「経済之部」を中心として，そ

の内容を紹介しつつ，明治初期における欧米経済書のわが国への伝来状況につ

いて考えてみることにしよう。

2) この英• 仏・独の三洋書目録はその後明治21年から42年までそれぞれ毎年増加分の追

加目録を公刊している。

3)もっとも内閣文庫に統合されたのは諸官庁だけで，学校や図書館の蔵書はそのままに

存続したから，内閣文庫目録は諸官庁の蔵書についてのみ諸官庁目録をうけついだとい

いうる。

4)杉原四郎「経済学蒋入史上におけるアメリカ」，大道安次郎博士退職記念論文集「経済

と社会』， ミネルヴァ書房， 1972年所収， 84-90ページ参照。
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ー

『諸官應所蔵洋書目録』として最初に刊行された「法律之部」は， (1)英語法

律書目録 (127ページ）， (2)仏語法律書目録 (76ページ）， (3)独語法律書目録

(32ページ）の三部からなり， (1)は総計2997部， 4904冊を， (2)は総計1651部，

4324冊を， (3)は総計401部， 836冊を収録， それぞれについて題名（原名と邦

訳），刊行年および冊数を，所蔵官庁別に，著者名の ABC順でかかげてい

る。つづいて発行された「経済之部」 もこれと大体同様の構成で， Part I 

English Book (36ページ）には合計 1281部， 1394冊， Part IT Livres 

Francais (18ページ）には合計381部， 567冊， Partm Die Deutchen 

Bucher (19ページ）には合計162部， 209冊が収録されており，三部をあわせ

ると総計1824部， 2170冊の経済書が当時諸官庁に所蔵されていたことになる。

法律書の方は英仏独あわせて 5049部， 10064冊だから，経済書の所蔵数は法律

書にくらべて部数で％強，冊数で¼弱にあたるわけである。この格差は維新政

府の草創期における洋書に対する必要度が法律と経済とでもちがっていたこと

をしめすものであろう。なお「経済之部」の方は PartIV Alphabetical Cata-

logueが巻末についていて，「法律之部」 よりは目録として進歩しているとい

ってよい叫われわれの関心は主として経済書にあるのだから，以下主として

「経済之部」の内容を検討してゆき，最後に「法律之部」に一瞥を投ずること

にしよう。

まず総計2170冊の英仏独経済書が諸官庁に数的にどのように所蕨されている

かをしめす一覧表をこの目録から作成すると，つぎのようになる。

1) もっともこの AlphabeticalCatalogueは， 巻頭の凡例の第2項でも断っているよ

うに，各官庁の著者名の記載方法が不統一（つまり一部の官庁は著者名を原綴ではなく

片仮名で記している）なために，著者名と書名とが混合したままでABC順に配列され

ているという不備を免れていない。
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566 闊西大學『経演論集」第22巻第 5• 6号

太政官外務省 内務省大蔵省陸軍省 1 海軍省文部省胃［〗汀喜誓在贋

゜
27 198 11 2 I ， 735 8 

49 24 52 29 3 

゜
65 
152 ， 1 ＇ 

33 1 44 19 

゜゜
3 56 

82 52 294 59 5 ， 803 216 
I範東学京師校東師京範女学子校1東図書京館 1教博物育館 農商務省工部省 司法省 元老院 計

英 114 28 164 26 14 16 

゜
26 1394 

仏

゜゜
20 2 

゜゜
， 22 567 I 

独

゜゜゜
1 25 

゜゜
1 209 

計 114 28 184 29 39 16 ， 49 2170 

前記のようにこの目録はまず英・独• 仏の三部にわかれ，それぞれの中が官

庁・学校別にわかれており，たとえばある官庁の所蔵する英書はどういうもの

があるかがまとめて記載されているのであるが，その記載様式を例示するため

に，いま内務省所蔵の英書をしめすページをそのままかかげることにしよう。

この右端の冊数のところを見ると，全部で12種のうち， 8種は 1とあるが， 3点

が 2, 1点は 1(13)とあり，合計が27(24)となっているが，「法律之部」の巻頭

にある凡例の第6項の後段に「一種ニシテ数部アルモノハ冊数ノ傍二（ ）ヲ施

シ数字ヲ其中二記ス」とあるので，ロジャーズの Manualof Political economy 

は13部所蔵されていること，また TransactionとGregの EssayとSchaffe

のPolit.ockon. とは，二巻本であることがわかる。そして27は Rogersのみ

を 1でなく (13)とかぞえての冊数の合計であり， 24は3点の 2巻本をワンセッ

トと考えて各 1としたうえでの冊数の合計であると思われる。

英• 仏・独のうちまず最も冊数の多い英書をとりあげてその内容をうかがう

ことにしよう。 『合衆国陸軍食糧部記録』とか『英国軍人俸給書』の類ばかり

の陸軍省所蔵のものや， 『木材売買人必携』や『農事費用簿』のような性質の
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明治初期における欧米経済書の伝来（杉原）

BELONGING TO NAIMU-SHO. 

内務省所蔵

Published 
Year. I Vol. 
出版年数冊数

~b7 

Political Economy••··········································· 
マクロ 1ド氏 経済書

McCULLOCH. —Principles of Political Fconomy•·· 
マックロック氏同 上
GREELY.-Political Economy ............................. . 
グリ 1リl氏同上
FAUCETT.-Do.••···········.. ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
ホウセット氏 同 上

— Political Economy for beginners・ ……•……… ·I 1874 
同氏 初学経済書

SMITH.-Wealth of nation ................................. 1 1872 
スミッス氏 富国論

Transaction of the national association of the 
promot10n of social science .. • ・... • ・ ・........ ·•····I 1873 

経済叢談

GREG.-Essay on political and social science……I 1853 
グレグ氏 経済論

HEARN.-plutology••··········································· 
ヘールン氏 経済書

SCHAFFE. —Polit ockon ......... • •·........................ • •· 
スカッフ氏 同 上

ARISTOTLE.-Politics and economy ……• …........... 
アリストートル氏政治及経済書

ROGERS. —Manual of political economy………・….. I 1869 
ロジルス氏 経済書
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ものが多い農商務省所蔵の英書以外のところでは，経済学の理論的概説書が所

蔵書の大半をしめていて，技術的実用的な性質のものはそれほど多くない。そ

こで経済学の害物について目につく諸点をあげるとつぎの通りである。

（イ）古典学派について見ると， スミスの「国富論』，マカロックの『経済学原

理』， J.S. ミルの『経済学原理』の 3点が多数所蔵されているが，これにくら

べてリカードウとマルサスは極めてすくない。すなわち，前掲の三点とも所蔵

する官庁は，太政官，大蔵省，東京大学，東京図書館，エ都大学校であり，内

務省にはスミスとマカロック，東京師範にはミルとマカロック，元老院にはス
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~68 闊西大學「紐清論集』第22巻第 5• 6号

ミスとミルが所蔵されているのに， リカードウは東大にマカロック版の著作集

が一部，マルサスは人口論 (1872年版）が元老院に一部あるのみである e)o

（口）J. S. ミル以後の経済学者でその著作が多く所蔵されている人々は，フォ

ーセット夫妻， マクロウド， ケアンズ， ジェボンズ， ロジャーズ8)などで，

彼等の著作の多くは明治の前半期に邦訳が刊行されてわが国で親しまれたも

のでる。 ジェボンズの著作では貨幣論の冊数が多いが， Theoryof Political 

Economy (1871) も東大や東京図書館に入っていることが注目される 4)。

ハ上記以外のイギリスの経済学者の著作で目につくのは，シニアー(Political

Economy, 東大， 工部大学校）， ホェィトリー (IntroductoryLectures on 

Political Economy, 東大），ジョーンズ (Literaryremains, 大蔵省）， トゥッ

ク (Historyof Prices, 東大），バジョット (LombartStreet, 元老院，東大~

東京師範， EconomicStudies, 大蔵省），マーシャル (Economicsof Industry, 

2)スミスの「国富論」のフランス語訳が外務省 (1859年版）と東大（ガルニエ版）に，

またミルの「経済学原理」のフランス語訳 (1873)が外務省と東京外語に， ミルの「経

済学原理」のドイツ語訳 (1869)が太政官にある。

3)ロジャーズ (].E.T.Rogers)の著作では Manualof Political Economy (1868) ; 

Social Economy (1871) ; History of Agriculture and Prices in England (Vol. I -JI・ 

1866)の三点が若千の官庁に入っているが， Manualの邦訳としては高橋達郎訳「東西

経済新論』， 8冊，文部省発行， 明治7-11年， Social Economyの邦訳としては小笠

原利孝訳『魯氏経済論』， 2冊，明治11年， 小山雄訳『社会経済要論』， 2冊， 明治14

年，小山雄訳「小学経済要略』， 2冊， 明治19年がある。 なお高橋訳は文部省から出て

いるが， 日奔斯（ジェボンズ），大島貞益訳『貨幣説」（明治16年）も文部省から，また

麻氏（マクロウド），田口卯吉訳「経済哲学』（上巻同18年，中巻20年）は元老院から発

行されているように， この時代の邦訳は諸官庁から出版されるケースが多い。

4)ジェボンズの著書では Moneyand the Mechanism of Exchange (1875) とPrimer

of Political Economy (1876) とが多く所蔵されているが，明治の前半期に前者の邦訳

は2種，後者のそれは4種も出ている。論理学や労働問題に関する彼の著作も邦訳がい

くつかあり，ジェボンズのわが国にあたえた影響はかなり広汎なものであった。なおジ

ェボンズがロンドン大学の教授であった時 (1876-1880)にイギリス留学中の山名丈夫

や河上謹ーらがその経済学を受講している。これらの点については，石山洋「ウィリア

ム・スタンリー・ジェヴォンスと明治の近代化」（『参考書誌研究』 No.5, 1972年7月）

を参照。
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明治初期における欧米経済書の伝来（杉原） 569 

東大），ラスキン (PoliticalEconomy of Art, 東京図書館）などである。

（二）アメリカの経済学者の著作がかなり多数所蔵されているが，最も冊数の多

いのはウェイランドとペリーであろう。ウェイランドのテキスト (Elements 

of Political Economy) は東大の他東京師範でも30冊，東京女子師範でも23

冊あり，教育博物館や工部大学校にもある。ペリーのテキスト (Elementsof 

Political Economy) も東大の他，文部省と東京図書館とに各 2冊，東京外語に

も1冊ある。

（ホ）その他のアメリカ経済学者のものではウォーカー父子や， ケアリーのも

の5)およびボウエンのもの (American Political Economy) が比較的多い。

Il 

つぎに英書を所蔵する場所に注目したいのだが，前掲の表がしめすように，

17の官庁・学校の中で所蔵書数の最も多いのは東大であり，大蔵省がこれにつ

いで多いのだが，大蔵省が官庁の中で最も多く経済書を所蔵するのはその職能

上当然のこととはいえ，それは一つには大蔵省が明治初期においては一種の教

育機関の機能をもかねそなえていて，教科書として使用する経済書を多数用意

しておく必要があったという事情にももとづいていた。明治 5年に大蔵省のな

かに設けられた翻訳局は，時の大蔵卿大久保利通や大蔵大輔井上馨の推進した

総合的，積極的な施策の一環として出発し，同 7年に閉鎖されるまでわずか 2

5)ケアリーの所蔵著作はつぎの通りである。 CreditSystem in France, Great Britain 

and the United States. Currency Inflation. The Harmony of Interests, Agricultural, 

Manufacturing and Commercial. Miscellaneous Papers (以上4点東大）。 The 

Harmony of Interests. National Finance and Currency. (以上2点東京師範）。

Unity of Law as exhibited in the Relations of Physical, Social, Mental and Moral 

Science. Miscellaueous Papers. (以上2点東京図書館）。 Social Science (1877), 

National Finance and Currency (1875), Harmony of Interest (1872) (以上3点元

老院）。 Lehrbuchder Volkswirtschaft und Socialwissenschaft. 2te Auflage, 

iibersetzt von Dr. C. Adler, 1870 (大蔵省）。
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570 隅西大學「継清論集』第22巻第 5• 6号

カ年しか存続しなかったが，尺振八を局長として洋書の醗訳に当るかたわら田

口卯吉，小池靖ーらの人材を養成したし，明治7年に設立された銀行学局は，

同9年に廃止されるまで醗訳局からうけついだ洋書を教材として経済人の教育

にあたった。大蔵省銀行課所属として明治10年開設され，同12年までつづいた

銀行学伝習所がこのあとをうけた。これらの養成所では簿記や銀行業務の教授

の他に経済学の講義が洋書のテキストでおこなわれ，そのためにペリーやミル

の著書が生徒に貸与されたのだった1)。本目録にかかげられている大蔵省の所

蔵英経済書の中に，ギルバートの Principlesand Practice of Bankingが18部

ある他，ペリーの Elementsof Political Economyが8部，ミルの Principles

of Political Economyが16部もあるのはそのためである。

つぎに官庁。学校の中で所蔵総数が最高の東京大学（法理文学部）について

その内容を点検して見よう。同じ嘗物が10冊以上所蔵されているのはつぎの 9

点で，それぞれの末尾の数字は所蔵冊数である。 Bastiat,Sophisms of Prote-

ction; translated by H. White (11) ; Chambers, Political Economy (214) ; 

Champlin, J. T., Lessons on Political Economy2) (35) ; Fawcett, M. G., 

Political Economy for Beginners (111) ; Jevons, W. S., Money and the 

Mechanism of Exchange (11) ; Mill, J. S., Principles of Political Economy 

(80) ; Perry, A. L., Elements of Political Economy (54) ; Thornton, W. 

T., On Labour (11) ; Wayland, F., Elements of Political Economy (32). 

これらはいずれも教科書として使われたと思われる。そこで，参考のために東

大文学部の政治学及理財学部の明治15年度のカリキュラムで各学年の経済学の

講義に用いられた教科書をつぎにかかげて見よう s)。「第2学年，担当田尻稲

1)初期の大蔵省におけるこうした教育機能については西川孝治郎『日本緒記史談J(同
文館， 1971年）。第6話「銀行学局における薄記教育」 (188-205ページ）を参照。

2) Champlinのこの著書 (Lessonsin Political Economy, for Schools and Colleges. 

New York, 1868, 219 pp.)は当時アメリカで使われた教科書の一つである。

3) 『東京帝国大学学術大観， 法学部・経済学部」 (1942年）所収の森荘三郎「経済学部

総説」 474ページを参照。
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次郎。フォーセット氏著理財学。ミル氏著理財学。ロッシェル氏著理財学。第

3学年，担当フェノロサ，題目通貨及銀行論。マクレホッド氏著銀行論。ゼェ

ボン氏著貨幣論。ウヲルケル氏著貨幣論。ゴッシェン氏著外国為換法。ソムネ

ル氏著米国貨幣史。セィド氏著貨幣地金及外国為換法。第 4学年，担当フェノ

ロサ，題目労カ・租税・公債論。バクステル氏著英国租税論。ケアルンス氏著

理財原論。‘ノルントン氏著労力論。バイルス氏著自由貿易弁。バスチア氏著保

護税弁。ソムネル氏著合衆国保護税沿革史。バクステル氏著国債論。コ｀ッシェ

ン氏著地方財政論。 ウヲカル氏著賃銀論」。以上の教科書のリストを前掲の洋

書リストと比較すると，チェンバーズ，チャンプラン，ペリー，ウェイランド

は，明治15年度には使用されていないが，それ以前の年度もしくは他学部で使

用されたものであろう。前掲の 9点以外で教科書リストにあがっているものの

うち，ロッシャーの英訳本とゴッシェンの外国為替論との 2点は本目録にかか

げられた東大の所蔵書には見あたらないが4), 他はすべて所蔵されている。ゎ

れわれはフェノロサや田尻稲次郎が東大でおこなっていた講義についての諸資

料をさぐるとともに丸それによってえられた映像に本目録がしめす当時の東

大図書館における経済学関係の洋書の所蔵状況を重ね合わすことによって，明

治15年という時点における東大での経済学の研究・教育の実態に，ある程度近

づくことができるであろう。

最後に東京図書館の蔵書を見ておこう。明治 4年7月に開設された文部省は

社会教育の施設として博物館と図書餡とを開設したが，後者は明治 5年9月湯

島博物館内に開かれた書籍館を以てはじまる。以後両館とも一時文部省の管

4) Roscher, W., Principles of Political Economy, translated by J. J. Lalor, 1878 

は太政官が，また Goschen,G. J., Bullion Tables and Foreign Exchange, 1866は

大蔵省が所蔵している。

5) フェノロサについては杉原「フェノロサの東京大学講義—阪谷芳郎の筆記ノートを

中心として一」（『社会思想」 II-4,1972年）を参照。また田尻稲次郎については簡

単ながら杉原『西欧経済学と近代日本」（未来社， 1972年）10, 58-59ページでふれてあ

る。
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轄をはなれるが，若干の経緯の後再び文部省にもどり，明治8年 3月東京博物

館と東京書籍館という名称で再出発し，後者は同年末には 3万以上の書物を所

蔵するまで発展した。だが10年西南の役の勃発のため，国費節約上図書館をと

ざすことになり，教育関係の図書は教育博物館に移し，他は東京府に移管，一

旦は「東京府書籍館」 となるのだが， 13年7月再度文部省にもどり， その際

「東京図書館」と改称され，明治30年帝国図書館となって現在の国立国会図書

館へとつながってゆくのである。その東京図書館が明治15年の時点で所蔵する

英経済書は，前掲の表がしめすように 164冊とかなり多い。それは所蔵される

書物が経済学の単行本のみならず雑誌や年鑑，統計書のたぐいをもふくんでい

る多彩な内容だからでもある。雑誌では週刊のEconomistの1875年ー1878年の

分の合本が9冊あり， アメリカの FinancialReportが1851年ー1871年のもの

が18冊ある。アメリカの統計書はその他に統計局の年報 (1870年ー71年）とか

各種の人口統計や鉄道，商業，関税などに関する調査資料などが多数所蔵され

ている。こうしたアメリカ経済の実態をしめす文献は他のどこよりも豊富であ

る。目賀田種太郎 (1853年ー1926年）がハーバード大学を卒業後明治8年に文

部省より再度アメリカに派遣されたとき，東京図書館は彼に依頼して洋書5000

冊を購入したということであるが6)' こうした資料はその時にあつめられたも

のであるかもしれない。

][ 

英語以外の洋書に目を転ずることにしよう。まずフランス語の経済書の総数

は， ドイツ語のそれの約 2倍半にのぽるが，英語のそれにくらべて約 3分の 1

であって，英語のそれとほぼ同じくらいの冊数をかぞえる法律書の場合とは事

6)竹林熊彦「近世日本文庫史』，大雅堂， 1943年， 133ページ， 小野則秋『日本図書館

史』，蘭書房， 1952年， 242-243ページ参照。なお明治19年に東京書籍館が所蔵してい

た洋書は，英書5399,仏書1263,独逸書910,荷蘭（オランダ）書6547,魯（ロシア）

書62,伊太利書 17,西班書36,総計 14234冊であった。竹林，前掲書， 113ページ。
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情がちがっており，それは経済学導入史上におけるフランスの役割が明治の初

年におけるフランス法のあたえた影響よりもずっと小さいものであることをあ

らわすものであろう。古いところではセーの著作 (Say,J. B., Cours comp/et 

d'economie politique et pratique ; Traite d'economie politique), より新しいもの

ではプロック (M.Block), ギャルニエ (J. Garnier) , 1レヴァスール (E.

Levasseur), プランキ (A.Blanqui), クールセュースヌィユ (Courcelle-

Seneuil)などの諸著作が多く所蔵されている。ギャルニエの財政論 (Traite 

des finances) やプロックの経済学入門 (Petit manuel d'economie pratique) 

は当時いくつかの邦訳も出てかなり普及したものである 2)。ジュグラーの恐慌

論 (Juglar,C., Des crises commerciales, 1862) が内務省に所蔵されている

こと，ルロア・ボリュー (P.Leroy-Beaulieu)の著書が見あたらないことが

注目される1)。バスティアの著書は英訳があるのに，その原書はどこにも所蔵

されていない。なおフランス経済書を最も多く所蔵する官庁!わ太臥t-;on冊

69点），学校・図書館では東京外国語学校 (152冊， 92点）である。外国語学校

1)明治16年から東大で財政学を担当した田尻稲次郎はルロア・ボリューによって講義し

たし， その著作 Traitede la science de financeはつぎのように邦訳されたので，

彼の財政学は一時わが国で力を得た。 田尻稲次郎訳「財政論」（関税之部・地方税之

部）， 明治13年。太政官第一局訳， 『列氏財政論』， 明治15年。大蔵省租税局訳「租税

論』，同年。駒井重格訳「歳計預算論』，同16年。明治20年現在における東大所蔵の洋書

目録にはすでにルロア・ボリューの著書が前掲の『財政学」の第2版 (1879)と第3版

(1883)をふくめて 5点あり，内閣文庫所蔵のフランス書目録（明治19年）にも『財政

学』の初版 (1877)と第2版，第3版が入っている。

2)ギャルニエ，中山真一訳『財政論」 2冊， 大蔵省， 明治11年， 日下寿「財政約説抄

訳」同年。プロック，長田鮭太郎訳『初学経済問答』， 明治20年， 大木太蔵訳述『実地

経済学』，同年。なおルヴァスールの著作 (Coursd'economie rurale, industrielle et 

commerciale) にもつぎの邦訳がでている。永田健助訳「農工商経済論』， 10冊，明治

14-17年。またジョンネ，箕作麟祥訳「統計学」 (10冊， 文部省， 明治7-10年）の原

著 A.M. de Jonnes, Statistique de l'industrie de la France (1856)は外務省が，

ビーヌ，大蔵省租税局訳『仏国租税全書』（明治10年）の原著 Vignes,E., Traite des 

impots en France (1872)は太政官が所蔵している。
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の方が東大より所蔵数が多いのはドイツ語の場合もそうであるが，官庁の中で

太政官が大蔵省その他のところよりはずっと多く所蔵しているということは，

英書や独書の場合には見られないことで，この点，法律書の場合でも元老院の

所蔵数が司法省にほんのわずかすくない程度で諸官庁•学校・図書館中第二位

をしめているのと考え合せると，わが国への社会科学導入史上にしめるフラン．． 
スの役割は，法律のみならず経済においても明治初期においてより強かった

—太政官は慶応 4 年に創立され明治18年まで存続した―ことのあらわれと

考えてよいであろう s)。

つぎにドイツ書であるが，さきにもしるしたように，英・ 仏・独のなかでド

イツ語の経済書は最もすくなく，冊数にして英書の約7分の 1'仏書の約3分

の1にすぎない。一番多く所蔵するのは東京外国語学校の56冊だが， これは

Held, A., Grundriss fur Vorlesungen珈 rNationaliikonomie (1876)を19

冊， Contzen,H, Nationalokonomie (1876)を14冊教科書用にそなえているた

めなので，実質的には大蔵省の44冊が最も充実している。 Stein,L. von, Die 

Volkswirtschaftslehre (1878)や Roscher,W., Die Grundlagen der Nationa犀

anomieゃ Wirth,:t-,,1., Grundzuge der Nationaliikonomie (1869-74)4>のよ

うな経済学書， Wagner,A., C. H. Rau's Lehrbuch der Finanzwissenschaft 

(1872)や Umpbenbach,C., Lehrbuch der Finanzwissenschaft (1859)や

Bischof, A., Catechismus der Finanzwissenschaft (1870)のような財政学書

の他に， Schaffie, Kapitalismus und Sozialismus (1870)や Marx,K., Das 

Kapital (1873)のような書物まで所蔵されているからである。

3)太政官所蔵のフランス経済書の中には，経済学の書物の外に，フランスの財政・租税

制度や貨幣•金融制度を説明する書物も多くふくまれており， Journaldes economistes, 

Revue de la science economique et de la statistiqueという雑誌の1862,1776, 1780 

の各年度の号も所蔵されている。

4) M. Wirth (1822-1900) のこの4巻本の書物は大蔵省の外に外務省や農商務省にも

ある。ちなみにヴィルトは「資本論』第1部第1章第4節「商品の物神的性格とその秘

密」のなかの有名なロビンソン物語のくだりの終りのところに登場する人物である。
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これにくらべて明治15年に東大の所蔵する独経済書は， Dankwardt,H., 

Nationa犀 onomisch-civilistischeStudium (1862) と Mangoldt,von H., 

GrundriB der Volkswirtschaftslehre (1863) と Rau,K. H., Grundsatze der 

Volkswirtschaftslehre, Bd I (1868)とのわずか3冊である。リストは G.A. 

Matileによる英訳 NationalSystem of Political Economyは入っているが原

書はない。ところが明治20年末に東大の所蔵する洋書の目録5)には，つぎのよ

うな1882年以前に刊行された独経済書が記載されているのであって，このこと

はこれらの書物が明治15年と20年との間に伝来したものであることを示すもの

である。明治14年の政変を契機に従来の英仏系の社会科学から独壊系の国家学

へと政府による西欧の科学の導入方針がその重心を移行させるのだが，この変

化は東大の教育内容にとくに顕著に反映したのであって，明治11年以来東大で

経済学を担当してきたフェノロサが明治16年度を最後に経済学からはなれる一

方，明治15年に新設された統計学をラートゲン (KarlRathgen) が担当，ま

た明治20年よりエッゲルト (Uda Eggert) が経済学，財政学，統計学を担当

することになるように，御雇外国人教師がアメリカ人からドイツ人へとバトン

タッチされていったのもそのあらわれであり，明治15年以降に独経済書の東大

図書館への輸入が強化されるのも，そうした変化の帰結の一つであった。

Bischof, A., Katechismus der Volkswirtschaftspolitik. 1877. Duhring, E., 

Cursus der National und Socialo"konomie. 1876 ; Kritische Geschichte der 

Nationalokonomie und des Socialismus. 3 Aufl. 1879. Held, A., Sozialismus, 

Sozialdemokratie und Sozialpo!itik. 1878. Hubner. 0., Die Banken. 1854. 

Huhn, E. H. Th., Finanzwissenschft. 1865. Kaufmann, G., Deutsche 

Volkswirtschaftslehre fur jedermann. 1880. Kautz, J., Theorie und 

Geschichte der Nationato・konomik. 2 Bde. 1858-60. Knies, K., Geld und 

Credit. 2 Bde, 1873-79. Lange, F. A., Arbeiter/rage. 4 Aufl. 1879. 

5) Author Catalogue of the Library of Teikoku-Daigaku, 1891. 
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List, F., Gesammelte Schri/ten. 2 Bde. 1850. Malchus, K. A., Handbuch 

der Finanzwissenscha/t und Finanzverwaltung. 1830. Marx, K., Das 

Kapital. Bd I, 2 Aufl. 1872. Parth, J. H., A.-B.-C der Finanzwis-

senscha/t. 1874. Rentzsch, H., Handwo・rterbuch der Volkswirtscha/tslehre. 

1866, 2 Aufl. 1870. Roehrich, W., Volkswirtschaft in Lehre und Leben. 

2 Aufl. 1878. Roscher, W., Geschichte der National-o'konomik in Deuts-

chland. 1874. System der Volkswirtscha/t 3 Bde. 1880-82 ; Zur Grund-

ungsgeschichte des Zollvereins. 1870. Schaffle, A. E. F., Grundsatze der 

Steuerpo!itik und schwebenden Finanz/ragen Deutsch/ands und Oester-

reichs. 1880. Schmoller, G., Die Strassburger Tucher-und Weberzunft 

und das deutsche Zun/twesen vom xiii-xvii ]ahrhundert. 1881 ; Uher einige 

Grund/ragen der Rechts und der Volkswirtscha/t. 1875 ; Zur Geschichte 

der deutschen Kleingewerbe im 19. ]ahrhundert. 1870. Stein, L. von, Die 

Volkswirtscha/tslehre. 2 Aufl. 1878. Lehrbuch der Finanzwissenscha/t fur 

Staats-und Selbstverwaltung. 2 Bde, 4 Aufl. 1878. Thtinen, J. H. von, 

Der isolierte Staat in Beziehung au/ Landwirtscha/t und Nationalo'konomie. 

3 Aufl. 1875. Wagner, A., Allgemeine oder theoretische Volkswirts-

cha/tslehre. Thel. 1. 2 Aufl. 1879 ; Das Eisenbahnwesen als Glied des 

Verkehrswesens, insbesondere die Staatsbahnen. 1877. 

最後に『諸官應所蔵洋書目録，法律之部 英独仏6)』を瞥見しておこう。こ

の目録にかかげられている法律書約一万冊のうちで， われわれの興味をひく

書物は，英書ではベンサム，仏書ではモンテスキュー，独書ではブルンチュリ

ーであろう。この三人の書物はいずれも狭義の法律書ではなく，むしろ社会科

6)英文タイトルはつぎの通りである。 Catalogueof books in european languages in 
possession of the different departments of the imperial government. Jurispr-
udence. (English, French and German), published by the Record Office 
Dajiokwan, 1882. 
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学全体にかかわる内容をもつものとして明治初期にわが国に紹介され，いくつ

かの邦訳も出て7)かなり広汎な読者をもったのだが，その原書が諸官庁に相当

数所蔵されていることは興味ふかい。 まずベンサムについて見ると， Theory 

of Le疫stationが元老院，東京大学，東京外国語学校，太政官，外務省，内務

省，師範学校にあり， とくに東大には15冊，元老院には 4冊も所蔵されてい

る8)。その他ベンサムの Principlesof Morals and Legislationが外国語学校

に，またボウリング版の著作集 (Works,11 vols.) が東大と内務省と東京外

国語学校とにある9)。つぎにモンテスキューであるが，彼の Espritdes lois 

は東京外国語学校に18部，外務省に10部ある他に，東大，司法省，元老院，大

蔵省，太政官にもあり 10), その上英訳本 Spiritof Laws (1873)が東京外語，

元老院，太政官および大蔵省に， また独訳 DerGeist der Gesetze (1854)が

東京外語に 10冊所蔵されている。 最後にプルンチュリについて見ると， Al-

lgemeine Staatsrechtが太政官，大蔵省，東京外語，司法省に， Geschichtedes 

allgemeinen Staatsrechts が東大と外語に， Volkerrecht (1878) が外語，

7)ベンサムの Theoryof Legislationには島田三郎訳「立法論綱」（明治11年）が，ま

た Principlesof Morals and Legislation には陸奥宗光「利学正宗」（同16年）があ

る。プルンチュリのものには加藤弘之訳「国法汎論」（明治5年），玉田隆一郎訳「国法

国政学沿革史」（同15年），平田東助訳「国法汎論」（同21年）などがある。

8)諸官庁にある Theoryof Lesislationは，内務省のが 1871年版である以外はすべ

て1876年版である。

9)英書でベンサム以外に目にとまるのはメーン (H.S. Maine)の AncientLawで，

これも東大に15冊ある他6ケ所の諸官庁に所蔵されており，メインの Lectureson the 

Early History of Institutionsゃ VillageCommunities in the East and Westも

東大に 7部ずつある。メインの「古代法』は明治初年「当時最も愛読愛講された書」で

（原田慶吉「我が国に於ける外国法史学の発達」，『東京帝国大学学術大槻，法学部・経

済学部』 p.294), 鳩山和夫訳『緬氏古代法』（文部省，明治18年）が出た他，原田によ

れば馬場辰猪が明治17~18年の明治義塾法律学校の法律講義録に「メイン氏法律史」を

連載， また明治20年代初期の英吉利法律学校東京法学院の講義録に見える増島六一郎

「法律沿革論」，菊地武夫「古代法」もともに「古代法」の誦訳的講義であった。

10)諸官庁にある Espritdes loisは，外語のものが1878年版の他は1872年版が多い。
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Geschichte der Staatswissensc旭ft(1867)が司法省に， DeutschePrivatrecht 

(1864)が太政官に， Geschichtedes allgeminen Staatsrechts und der Politzk 

が東大にある。なお東大所蔵の独法律書のリストの中にヘーゲルの Grundlinien

der PhilosoPhie des Rechtsがあげられていることが注目される。明治15年以

降になると法思想におけるベンサムやモンテスキューの影響は退潮し，ヘーゲ

ルやプルンチュリーの流れを汲むドイツの国家学が力をえてくることは，経済

学の場合と同様である。

む す び

別の機会にのべたように，徳川幕府の所蔵していた洋書約2300部 (6000冊）

を蘭学資料研究会編『江戸幕府旧蔵洋書目録』 (1957年） と静岡県立中央図書

館葵文庫編「江戸幕府旧蔵洋書目録」 (1967年） とによって検討すると，経済

書は極く少数しかふくまれておらず， わずかにひろい出し得た 10数点の内訳

は，オランダ語，英語，フランス語の文献がほぽ同数で， ドイツ語のものは見

あたらない1)。ところが明治政府が15年間にあつめた経済書は， 1824部 (2170

冊）と前時代に比して格大の量的増加を見せており，その国別内訳も，オラン

ダ書が影をひそめてしまう 2)とともに，英書が仏書を量的に大きく凌駕し，少

数ながらドイツ書も登場するという質的変化をしめしている。ドイツ書の比重

は明治15年以降急速に高まるのだから，この「諸官磨所蔵洋書目録」経済之部

における国別構成は，経済学導入状況に関して明治初期の15年間がそれ以前と

それ以後とに対してもっている特色を，端的にあらわしているといってよいだ

ろう。経済学派について見ると，自由主義的な立場に立つ古典学派の系統のも

のが圧倒的に多いのもこの期の特色で， 1870年代以降に出てくる欧米経済学界

1)杉原四郎『西欧経済学と近代日本」未来社， 1972年， 3-5ページ参照。

2) 「法律之部」の巻頭にある凡例第8項にいう， 「英仏独語書籍ノ外， 猶魯西亜，意太

利等諸国ノ書籍アリ，然レドモ其書甚ダ僅少ナルヲ以テ後日ヲ侯テ之ヲ綱スベシ」と。
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の新傾向がそれらの書物の伝来を通じてわが国に反映されてくるのは，明治15

年以降になるわけである。さらに所蔵官庁別の内訳を見ると，東大が英書につ

いてズバ抜けて多く，英仏語の合計でもトップに立ってはいるものの，第2位

を大蔵省，第3位を太政官が他の学校や図書館をぬく地位をしめていることが

注目される。本庄栄治郎は，明治初年に経済学の邦訳書を諸官庁が多数刊行さ

れていることにもとづいて，この時代を「官著時代」と名づけたがs)'官著時

代は政府自体がリーダーシップをとって精力的に近代西洋の経済諸制度をわが

国に移植した「官業時代」の一側面にほかならなかった4)。明治草創期の先覚

者達は殖産興業と富国強兵のためにおしげもなく国費と人材をつぎこんだので

あるが，本稿で紹介した『諸官巖所蔵洋書目録」からわれわれは，彼等のこう

した活動がかなり広くて深い基礎工事のうえにおこなわれていたことを知るの

である。

3)本庄栄治郎『日本経済思想史概説』，有斐閣， 1946年， 186ページ．
4)本稿38ページの註(3)を参照。
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